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作者 : 百年 非 
2023 年 2 月 7 日 第 一 版 、8 月 15 日 改訂 版 


1 注 、 杨 死 林 … 曹 和 红 衙 著 ! 中 国 抗日 戦争 図 誌 (中 巻 )」( 日 本 語 
版 、 天 地図 書 有 限 公 司 ・ 新 大 陸 出 版 有 限 公 司 、1994 年 11 月 10 日 、 
ISBN 4-7601-1090-9) の 297 頁 目 に 見 られ る 写真 で ある 。 写 真 の 説 
明文 は 次 の 通り で ある 。「 南 京 路 外 灘 (黄浦 江 沿 岸 通り 。 バ ンド の こ 
と 。 注記 筆者 ) の 惨状 。8 月 14 日 午後 4 時 、 日 本 軍 の 砲弾 が 南京 路 
外灘 の 華 燃 ホ テル と 江 ( 江 は 江 の 間 違い 。 江 は 瞳 の 中 国 大 陸 の 簡体 字 。 
華 和 菊 ホテ ル は キャ セイ ホテ ル 、 了 蒼 中 ホテ ル は パレ ス ホ テ ル の こと 。 以 
下 同じ 。 注記 筆者 ) 中 ホテ ル ( 現 平和 ホテ ル の 南北 部 分 ) の 間 の 大 通 
り に 落下 、1694 人 が 死傷 。 そ の うち 外国 人 15 人 。」 


全 


ee 
Am 区 5105| 1677 , 


南京 路 外 灘 の 惨状 。 8 月 14 日 午後 4 時 、 日 本 軍 の 砲弾 が 南京 
| 路 外灘 の 華 燃 ホ テル と 江 中 ホテ ル ( 現 平和 ホテ ル の 南北 部 分 ) 

れ 、 岩 芋 浜 駅 近く まで 搬 刀 の 問 の 大 通り に 落下 、1694 人 が 死 作 。 そ の うち 外国 人 15 人 。 

米 履 府 極 車 の 利 共 を 衣 奏 サギ と 再度 才 明 _ 
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程 棟 ・ 劉 樹 田 ・ 張 衛 編 著 「 旧 中 国 大 博覧 ( 下 )」( 科 学 普 及 出版 社 、 
1995 年 2 月 、ISBN 7-110-03301-5) の 994 頁 目 に 、「 華 機 誤 燈 “大 世 
界 | (中国 の 飛行 機 が 大 世界 を 誤爆 ) と の 見 出し の 下 に 、 図 2 の 写真 
が 掲載 され て いる 。 写 真 の 説明 文 は 次 の 通り で ある 。「8 月 14 日 (1937 
年 8 月 14 日 。 注記 筆者 )、…… 中 国 の 飛行 機 が 空爆 を 行っ た 時 、 日 
本 の 軍艦 の 高射 砲 が 乱射 し た た め 、 爆 弾 の 弾 片 が 租界 に 落ち た も の 
が あっ た 。 また 、 日 本 の 軍艦 が 公共 租界 の 外灘 に 停泊 し て いた た め 、 
中 国 の 飛行 機 に よる 空爆 が 租界 に 波及 し た 。 午後 3 時 頃 、 爆 弾 が 南 
京 路 外 灘 に 落下 し 、 キ ャ セイ 及 パ レス の 両 ホ テル の 一 部 分 が 破壊 さ 
れ 、 中 国人 と 外国 人 が 百 余人 死傷 し た 。」 


华 机 误 炸 "大 世界 ” 


8 月 14 日 ,中 国 空军 一 炸弹 误 落 大 世界 门 前 的 惨 景 


8 月 14 日 , 据 报 道 : 今 日 上 海 
战事 ,集中 于 空中 ,先是 停泊 于 黄浦 
江 之 日 舰 , 由 出 云 旗舰 指挥 ,任意 帮 
击 闸北 华军 阵地 ,继而 华 方 空军 ,出 
现 浦江 上 空 ,向 日 舰 投弹 友 炸 ,日 舰 
纷 放 高 射 炮 , 华 机 毫 不 县 缩 ,盘旋 于 
高 射 炮 之 烟幕 中 ,奋勇 族 炸 。 

当 华 机 帮 炸 时 ,日 舰 高 射 炮 乱 


放 . 致 弹片 有 落 于 租界 者 。 且 日 舰 


停 于 公共 租界 外 滩 , 华 机 又 炸 , 致 波 
及 租界 。 下 午 3 时 许 , 弹 落 南 京 路 
外 滩 , 华 构 及 汇 中 两 饭店 一 部 份 被 
毁 ,死伤 中 外 市 民 百 余人 。4 时 许 ， 
有 一 华 机 因 受 日 高 射 炮 微 伤 , 飞 离 
上 海 時 , 因 不能 控 制 , 至 大 世界 附近 
落下 两 弹 , 当 即 爆炸 ,死伤 枕 藉 , 履 
不 忍 睹 , 计 炸 死 800 余人 , 伤 者 600 
余人 
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一 方 、 こ の 本 の 995 页 目 必 [日 机 下 炸 上 海 、 平 民 死 伤 人 无 数 | (日 本 
の 飛行 機 が 上 海 を 空爆 。 無 数 の 市 民 が 死傷 ) と の 見 出し の 下 に 、 図 1 
と 全く 同一 の 図 3 の 写真 が 掲載 され て 、 そ の 説明 文 は 、「 南 京 路 外 灘 
一 带 被 炸 ] (南京 路 外 灘 一 帯 が 爆撃 され た) と な っ て いる 。 明らか に 、 
この 本 の 編集 者 が 、「 南 京 路 外 灘 一 帯 が 爆撃 され た 」 の は 「 日 本 の 飛 
行 機 の 爆撃 」 に よる も の と 決め 付け て いる の で ある 。 


日 机 毒 姓 上 海平 民 死 伯 元 数 


南京 路 外 滩 一 带 被 炸 


据 报纸 报道 ,8 月 23 日 午后 1 站 ,“ 敌 机 十 二 架 , 在 南 站 附近 共 投 

时 ,在 上 海 公共 租 欠 ,江西 路 附近 ， 炸弹 八 枚 ,该 站 站 台 、 天 桥 及 水 塔 、 

“有 一 炸弹 自 天 空 沙 在 美国 海军 堆 车 房 被 炸 毁 ,同时 在 站 台 候 车 离 沪 

栈 屋 上 , 直 穿 三 层 楼 至 底层 ",“ 又 有 难民 均 急 于 难 , 死 伤 达 六 七 百人 ， 

弹 落 在 南京 路 , 直 附 先 施 公司 三 死者 倒 卧 一 地 , 伤 者 转 侧 呼号 , 残 肢 

层 阳台 上 ,当即 爆发 ,水 安 与 先 施 机 头颅 ,触目 皆 是 , 血 流 成 渠 ,泥土 尽 
公司 及 邻近 各 商店 大 受 损伤 ,管理 赤 , 景 象 之 惨 ,无 以 复 加 。 


红绿灯 及 指挥 交通 之 巡捕 及 两 公司 “二 十 八 日 南 站 的 大 禾 炸 ,难民 
顾客 ,与 来 往 之 中 外 人 士 ,被 炸 死伤 死 七 百人 , 伤 不 计 其 数 。 三 十 一 日 ， 
者 达 七 百 以 上 ” 在 杨 行 汽车 站 候车 离 沪 的 难民 伤 兵 
28 日 下 午 2 时 许 ,在 上 海南 百 余 人 ,全 数 炸 死 。 | 下 | 
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呉 広 義 「 侵 華 日 軍 南 京 大 層 殺 日誌 」 (中国 侵略 日 本 軍 南 京 大 虐 条 日 
誌 ) (社会 科学 文献 出版 社 、2005 年 9 月 、ISBN 7-80190-699-3) の 9 
页 目 志 多 4 の 写真 及び 説明 文 が 掲載 され て いる 。『8 月 14 日 (1937 年 
8 月 14 日 。 注記 筆者 )、 日 本 の 飛行 機 が 上 海 随 一 の 繁華 街 南京 路 と 商 
浦 灘 (黄浦 江 沿 岸 通 り 。 外 灘 と も 呼ば れる 。 バ ンド の こと 。 注 記 筆 者 ) 
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を 爆撃 、 市 民 1594 人 が 死傷 し た 。」 


侵 华 日 军 在 上 海战 场 的 大 屠杀 是 以 “无 差别 级 胡 炸 ”为 开 
端的 。 侵 华 日 军 派出 飞机 ， 在 进攻 军事 目标 的 同时 ， 对 上 海 市 区 
也 进行 狂 设 瀑 炸 ， 的 


Wo 有， エー テッ ココ ュ イイ ュー 炸 死 市 民 1011 
， 炸 伤 1008 人 。! 


图 6 遭 日 机 变 炸 的 上 海南 京 路 上 的 惨 况 


区 4 


彭 玉 龙 [谢罪 与 翻案 一 一 德国 和 日 本 对 第 二 次 世界 大 识 侵 略 罪 行 反 
省 的 差異 及 其 根源 」 (「 謝 罪 と 歴史 否認 一 一 ドイ ツ と の 日 本 が 第 二 次 
世界 大 戦 の 侵略 罪 に 対す る 反省 の 違い 及び その 根源 」。 解放 軍 出 版 社 、 
2001 年 1 月 、ISBN 7-5065-3989-6) の 44 頁 目 に 、 次 の 記述 が 見 られ 
る 。「1937 年 8 月 14 日 、 日 本 の 飛行 機 が 上 海 を 爆撃 。 爆 弾 が 南京 路 
外灘 に 落下 。 キャ セイ ホテ ル が 破壊 され 、 南京 路 は 死体 が 乱れ 散ら か 
っ て いた 。」 図 5 参照 。 


FE 3 


攻 上 海 ， 同 时 出 动 100 余 架 飞机 反复 进行 毁灭 性 轰炸 。 

1937 年 8 月 14 日 , 日 机 友 炸 上 海 。 炸弹 落 于 南京 路 外 潍 。 
华 椰 饭 店 被 毁 ， 南 京 路 一 片 尸 瞧 狼 落 在 炸 毁 的 建筑 物 残迹 中 ， 
受伤 者 被 压 在 下 面 ， 吨 吟 惨 妃 ; 炸 死 者 血肉 模糊 ， 肢 体 残 缺 。 几 
分 钟 后 ， 夏 卿 路 与 爱 多 亚 路 交叉 点 也 遭 友 炸 ， 该 区 是 上 海 珊 市 之 
一 ， 有 不 少 难民 聚集 在 道路 两 旁 ， 炸 弹 落 在 这 里 ， 附 近 的 房屋 大 
都 被 炸 毁 或 震 塌 ， 停 在 路 边 的 多 辆 汽车 全 部 起 火 燃 烧 ， 电 缆 被 诈 
断 垂 落地 面 又 引起 大 火 ， 使 灾情 倍加 适 烈 。 这 次 甸 炸 ， 共 炸 死 无 
素平 民 1742 人 ， 伤 1873 人 ， 炸 毁 与 烧毁 房屋 难以 计算 财产 价 
值 。 
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湖南 省 長 沙 市 抗戦 文化 研究 会 主催 の 「 抗 日 戦争 紀念 綱 」 が 2017 年 
12 月 12 日 、[ 南 京 大 属 欠 胁 史 照片 中 的 见证 之 日 本 竺 炸 上 海 市 南 束 路 | 

(南京 大 虐殺 歴史 写真 の 中 で 証明 され た 上 海 市 南京 路 へ の 日 本 の 爆 
撃 ) と いう 文章 を 発表 し 、 使わ れ た 写真 の 説明 文 は 、「1937 年 8 月 14 
日 、 日 本 軍 が 上 海 市 南京 路 を 爆撃 。1694 人 死傷 。」 と な っ て いる 。 
6 参照 (https:/Wwww.krzzn.com/show-404-63314.html) 。 


以 灵 实 为 镜 鉴 , 记 猴 网 福 弄 悉 , 据 英烈 信 功 哀 , 动 沱 颇 福 精 祁 ! 


首页 中 日 历史 日 本 投降 战 时 中 国 战线 战役 英雄 名 录 口述 回忆 关爱 老兵 
本 站 动态 黄埔 军校 日 寇 暴行 铭记 抗战 专题 栏目 砥 柱 中 流 抗战 研究 抗战 论坛 
人 党 首页 一 日 寇 暴行 一 南京 大 屠杀 一 内 容 正文 


南京 大 屠杀 历史 照片 中 的 见证 之 日 本 计 炸 上 海 市 南京 路 


2017-12-12 10:48:50 来 源 : 抗日 战争 纪念 网 点 击 : 344 复制 链接 
南京 大 屠杀 历史 照片 中 的 见证 之 日 本 户 炸 上 海 市 南京 路 


in 
Shanghai caused 1,694 
Civilian casualties, 
左 图 ; 一 九 三 七 年 八 月 
四 日 ， i 


図 6 


1937 年 8 月 14 日 午後 、 上 海南 京 路 外 灘 (バン ド ) の キャ セイ ホテ ル 
及び パレ ス ホ テ ル が 爆撃 され た の は (以下 「8・14 爆撃 」) 、 果 た し て 
日 本 軍 の 砲弾 (「 中 国 抗日 戦争 図 誌 (中 巻 )」) 、 日 本 の 飛行 機 の 爆撃 

(「 旧 中 国 大 博覧 ( 下 )」) 、 日 本 の 爆撃 (「 抗 日 戦争 紀念 綱 」) に よる も 
の だ っ た の だ ろう なか? 本文 で は 、 中 国 側 の 一 次 史料 な ど を 用 いて 、 
1 「 南 京 路 外 灘 の 惨状 」 の 写真 に つい て 考察 し 、「 中 国 抗日 戦争 図 誌 

(中 巻 )」 な ど が 編み 出し た 虚偽 を 虹 き 、 歴 史 の 真相 を 究明 する こと 
を 目指 す 。 
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考 祭 一 英字 新聞 North-China Daily News の 報道 
「8・14 爆撃 」 の 翌日 、 当 時 上 海 の 英 字 新 聞 North-China Daily News 

(漢字 表記 「 字 林 西 報 )) は 、1937 年 8 月 15 日 、 一 面 ト ッ プ に 「600 
Persons Killed in Air Raids on Shanghai」 (上 海 空前 で 600 人 死亡 ) と 題 す 
る 記事 が 四 枚 の 写真 付き で 掲載 され た 。 そ の 中 の 一 枚 は 図 1 の 写真 
と 全く 同じ で ある 。 図 7 の 赤 枠 の 写真 を 参照 の こと 。 

North-China Daily News の 記事 は 次 の よう に 述べ て いる 。「CHINESE 
BOMBS DROPPED IN FORBIGN ARBAS.…the day's great tragedy occurred 
about 4.30, when two bombs were dropped in the Settlement and two in the 
French Concession and approxlmately 600 persons, mostly Chinese, Were killed 
and 1000 wounded. Two bombs fell in Nanking Road on the Palace hotel and 
the Cathay Hotel….Two more were dropped on the Great World.」( 外 国人 居 
住地 に 中 国 の 爆弾 が 落下 。…… その 日 の 大 き な 悲 劇 は 午後 4 時 半 頃 
に 起こ っ た 。 共 同 租界 に 2 発 、 フ ラン ス 租 界 に 2 発 の 爆弾 が 投下 さ 
れ 、 約 ) 600 0 ( 主 に 中 国人 ) が 死亡 し 、 1000 人 が 負傷 し た 。 2 発 の 爆 
MINI に ある パレ ス ホ テ ル と キャ セイ ホテ ル に 落ち た 。…… 更 

こ 2 発 が 大 世界 に 落ち た 。) 図 7 の 写真 に 対す る North-China Daily News 

の 説明 文 は 「Scenes in Nanking Road between the Palace Hotel and the Cathay 
Hotel when bombs from Chinese aero-planes yesterday atternoon dropped on the 
two buildings and more than 100 persons were killed in the roadway and many 
more injured.」 (昨日 午後 、 中 国 の 飛行 機 か ら の 爆弾 が 、 パ レス ホテ ル 
と キャ セイ ホテ ル に 落下 し た た め 、 100 人 以上 が 道路 上 で 死亡 し 、 大 
勢 の 人 が 負傷 し た 南京 路 の 光景 。) と な っ て いる 。 


: NORTH-CHINA DAILY NEWS 大 


Ee 
時 Go Bo Killed Im A Raids on Shanghal 
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North-China Daily News は 明確 に 「 中 国 の 飛行 機 か ら の 爆弾 が 、 パ レ 
ス ホ テ ル と キャ セイ ホテ ル に 落下 し た た め 、100 人 以上 が 道路 上 で 死 
亡 し 大 勢 の 人 が 負傷 し た 」 と 明言 し て いる 如く 、「8・14 爆撃 」 の 張 
本 人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 の 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考察 二 台湾 国史 館 公 文書 に 見 られ る 人 欧 鴻 釣 の 電報 

当時 上 海 市 市 長 の 人 欧 鴻 釣 が 1937 年 8 月 14 日 付け 、 国 民政 府 軍政 
部 部 長 の 何 應 欲 宛 て の 電報 の 中 で 次 の よう に 述べ て いる 。「 本 午後 4 
時 半 、 我 が 方 の 飛行 機 が 応戦 の た め に 飛来 し 、 日 本 の 飛行 機 と 交戦 し 
て いる 際 、 突然 二 発 の 爆弾 が フラ ンス 租界 の 大 世界 附近 に 落下 し 、 通 
行人 二 百 余 名 が 死傷 し た 。 フ ラン ス 総 領事 の 抗議 の 書簡 が 今晩 届い 
た 。 同時 に 、 公共 租界 外灘 の キャ セイ ホテ ル も また 同様 の 事件 が 発生 
し 、 当該 ビル の 一 部 分 が 爆破 され 、 数 十 人 が 死傷 し た 。 今 の と ころ 、 
英 領事 の 発言 は な い 。」 8 参照 (https://ahonline.dmh.gov.tw/ 
index.php7ac=Display/image/2670553=IIspAK#81) 。 
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この 電報 の 文面 か ら 、 国民 党 空軍 飛行 機 の 「 二 発 の 爆弾 が フラ ンス 
租界 の 大 世界 附近 に 落下 し 」、 且 つ 「 公 共 租界 外灘 キャ セイ ホテ ル も 
また 同様 の 事件 が 発生 し た 」 た め 、「8・14 爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 
で は な く 、 国 民 党 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考 祭 三 台湾 国史 館 公 文書 に 見 られ る 張 治 中 の 電報 

当時 京 漏 警 備 司令 の 張 治 中 が 1937 年 8 月 15 日 付け 藩 介 石 宛て の 
電報 の 中 で 次 の よう に 述べ て いる 。! 空 で 敵 の 飛行 機 と 戦っ て いた 際 、 
我 が 飛行 機 が 数 発 の 爆弾 を 大 世界 に 落と し た 。 この た め 、 我 が 国民 が 
四 百 余人 、 外 国人 が 七 、 八 人 死傷 し た 。」 図 9 参照 (https:/ahonline.drmh. 
goy.tw/index.php7act=Display/image/26706415=SAJxH 妊 SJ) 。 
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North-China Daily News の 記事 と 令 洪 釣 の 電報 か ら 、1937 年 8 月 14 
日 国民 党 空 軍 の 飛行 機 が 二 か 所 (① キ ャ セイ ホテ ル と パレ ス ホ テ ル 、 
② 大 世界 ) を 誤爆 し た こと が 分 か る 。 張 治 中 は 電報 の 中 で 爆弾 が キャ 
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セイ ホテ ル に 落下 し た こと に 触れ て いな いも の の 、「 我 が 飛行 機 が 数 
発 の 爆弾 を 大 世界 に 落と し た 」 と 認め て いる の で 、「8・14 爆撃 」 の 
張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考察 四 駐 中 華 民 国 米国 大 使 ネ ルソン ・ ト ラス ラー・ ジ ョ ン ソ ン の 
電報 

台湾 国史 館 所 蔵 の 中 華 民 国外 交 部 公文 書 の 中 に 、 当 時 駐 中 華 民 国 
米国 大 使 ネ レル ソ ン ・ ト ラス ラー・ ジ ョ ン ン ン (Nelson Trusler Johnson) 
の 電報 が 残っ て いる 。 ジョンソン 大 使 が 1937 年 8 月 14 日 付け 電報 
の 中 で 次 の よう に 述べ て いる 。「They are dropping bombs, two of which 
have landed near the Race Course and others have ht the Palace Hotel and the 
Cathay Hotel. 」 (彼ら は 爆弾 を 落と し て いる 。2 発 は 競馬 場 の 近く に 落 
ち 、 ほ か は パレ ス ホ テ ル と キャ セイ ホテ ル に 命中 し た 。) 10 参照 

(https://ahonline.drnh.gov.tw/index.php7ac=Display/image/2670780i3EA]IdT 
#RbQ2)。 


図 10 


9/28 


「 南 京 路 外灘 の 惨状 」 の 写真 に 関す る 考 祭 


ジョ ン ソ ン 大 使 の 電報 の 内 容 か ら 分 か る よう に 、「8・14 爆撃 」 の 
張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 の 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考 祭 五 中 華 民国 外交 部 公文 書 の 記述 

台湾 国史 馆 所 项 中华 民国 外 交 部 [我 机 雷 炸 波及 非 淫 上 」 ( 我 が 飛行 
機 の 爆撃 が 敵 以 外 の 人 を 巻き 込む ) と 題する ファ イル の 中 に 次 の 電 
報 の 記録 が 残っ て いる 。「Bombs allegedly dropped from our airplanes 
according to French Consul Bandez and British Commander detense forces 

(forces は 原文 「droces」 と な っ て いる 。 訂正 筆者 ) Telfer-smollett wil 

make world opinlon lose sympathy in our cause. It is a fact that our planes 
dropped bombs greatly off the mark….」 (バン デス 仏 領事 と テル ファ ー・ 
スモ レッ ト 英 国防 軍司 令 官 に よれ ば 、 わ が 飛行 機 か ら 投下 され た と 
され る 爆弾 は 、 世 界 の 世論 に わが 大 義 へ の 同情 を 失わ せる だ ろ 2 う 。 … 
我 が 飛行 機 が 投下 し た 爆弾 が 目標 か ら 大 幅 に 外れ た こと は 事実 で あ 
ng ) 11 参照 (https://ahonline.drnh.gov.tw/index.php?act=Display/ 
image/2670780i3EAldT#NYz2)。 
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North-China Daily News の 記事 と 人 移 鴻 釣 の 電報 か ら 、1937 年 8 月 14 
日 国民 党 空軍 の 飛行 機 が 二 か 所 (キャ セイ ホテ ル と パレ ス ホ テ ル 、 
② 大 世界 ) を 誤爆 し た こと が 分 か る 。 こ の 電報 は 、 爆 弾 が キャ セイ ホ 
テル に 落下 し た こと に 触れ て いな いも の の 、「 我 が 飛行 機 が 投下 し た 
爆弾 が 目標 か ら 大 幅 に 外れ た こと は 事実 で ちや る 」 と の 文言 は 、「8・14 
爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 空軍 で ある こと を 裏付け て 
いる 。 


考 罕 六 『 困 勉 記 』 の 記述 

台湾 国史 館 所 蔵 の 「 落 中 正 総 統 文 物 」 の 中 に 、 王 宇高 ・ 王 宇 正 著 『 困 
勉 記 』 の 手稿 が 見 られ る 。 そ の 第 44 欠 の 中 に 次 の よう な 記述 が 見 ら 
れる 。「(1937 年 8 月 ) 14 日 、 聞 く と ころ に よる と 、 我 が 空軍 が 続け 
て 出撃 し 、 上海 の 敵陣 及び 公 大 紡織 工場 を 爆撃 し 、 良い 成果 を 上 げた 
も の の 、 祭 明 の 敵艦 へ の 爆撃 は 命中 せ ず 、 且 つ 2 機 の 飛行 機 の 爆弾 
銅 が 敵 に 撃た れ て 破損 し 、2 発 の 爆弾 が 英 仏 租界 に 各 1 発 落ち た た 
め 、 各 国 の 非難 が 殺到 し 、 上 海戦 に 干渉 する 動き が 出 て いる 。( 落 介 
石 ) 日 < : 聖なる 神 よ 、 上 海戦 が 早く 勝利 する よう 、 我 が 中 華 を 佑 け 
給え 。」 区 12 参照 (https://ahonline.drnh.gov.tw/index.php7ac=Display/image 
/2683522r57Tjyx#cbL) 。 
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国史 館 館 長 の 呂 芳 上 が 『 困 勉 記 』 の た め に 書い た 前 書き に よる と 、 
『 困 勉 記 』 は 北 介 石 が 「 奉 化 の 同郷 で ある 王 宇高 ( 増 伯 ) 、 王 宇 正 ( 垣 
叔 ) に 命じ て 、 引き 続き “ 九 記 ′ の 形 で (蒋介石 D) 日 記 の 内 容 を 収 
録 さ せ た も の 。 概 ね 五 類 に 分 け 、" 五 記 ”( 困 勉 記 、 湊 記 、 学 記 、 省 克 
記 、 愛 記 。 注 記 筆 者 ) と 名 付け る べき 。…… 「 困 勉 記 』 (1902-1943) 
は 、 薄 が 国民 党 と 政府 の 公務 を 処理 する 心 の 動き を 書き 記し た も の 
で ある 。」 こ の た め 、『 困 勉 記 』 の 上 記 記 述 は 非常 に 貴重 で ある 。 文中 
の 「2 発 の 爆弾 」 の 書き 方 は 正確 で は な い に し て も 、『 困 和 勉 記 』 の 記 
述 は 1937 年 8 月 14 日 、 国 民 党 空軍 の 飛行 機 に より 投下 され た 汗 弾 
が 「 英 仏 租 界 」、 即 ち North-China Daily News の 記事 と 令 鴻 多 の 電報 に 
言及 され て いる キャ セイ ホテ ル と パレ ス ホ テ ル 、 大 世界 に 着弾 し た 
こと を 裏付け て いる 。 故に 、『 困 勉 記 』 の 記述 か ら 、「8・14 爆撃 」 の 
張本人 は 日 本 軍 で は な く 国 民 党 空軍 で あり 、 し か も 藩 介 石 が この 事 
件 を 知っ て いた こと が 分 か る の で ある 。 藩 介 石 が この 事件 を 調査 す 
る よう と の 命令 を 出し た の で 、 南 京 の 軍事 営 局 が 8 月 15 日 、 誤爆 に 
対し て ! 非 常に 遺 層 で ある 」 則 声明 を 発表 し た も の と 思わ れる 。 考 祭 
世 、 考 窪 作 を 参照 の こと 。 


考察 七 ”The North-China Herald の 報 導 
1 . 当時 上 海 で 発行 され て いた 英字 週刊 新聞 The North-China Herald 
(漢字 表記 「 字 林 星 期 週刊 ) は 1937 年 8 月 18 日 号 の 273 頁 目 に ロ 
イタ ー の 下記 ニュ ー ス を 転載 し た 。 


Chinese Investigating 
Nanking, Aug. 14. 

A thorough investigation Into the circumstances leading to the bombing of the 
International Settlement was opened here this evening by the Chmese authorites. 

Accordnng to the report of the Squadron-commander,。 when six Chinese 
bombers attempted to attack the Japanese cruiser, Idzumo, this atternoon they 
met with a hail of shells from anti-aircraft guns. 

It Was subsequently found that one Chinese machine Was missing and two 
bombers were damaged. The bombers, with therr pilots wounded, barely 
managed to landed in Chapei. 

The bombs, the report stated, Were dropped on the Settllement accidentally 
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when the bomb-racks were damaged by Japanese anti-aircraft guns. 

Thoush official reports submitted at the enquiry appear to exonerate the 
Chnese plots, General Chiang Kai-shek has ordered a thorough investigaton 
and will punish the pilots involved if it is found that the bombing of Settlement 
was due to careless marksmanship. (中 国 当局 は 本 日 夕刻 、 国 際 租界 へ の 
爆撃 事件 の 経緯 に つい て 徹底 的 な 調査 を 開始 し た 。 中 国 の 飛行 隊 指 
揮 官 の 報告 に よる と 、 本 日 午後 、 中 国軍 の 爆撃 機 6 機 が 日 本 の 巡 洋 
「 出 雲 」 を 攻撃 し よう と 試み た が 、 対空 砲火 の 雨 に 見 舞 わ れ た 。 そ 
の 後 、 中 国 機 1 機 が 行方 不明 と な り 、 2 機 の 爆撃 機 が 損傷 し た こと が 
判明 し た 。 パ イロ ッ ト が 負傷 し た 爆撃 機 は 辛うじて 開 北 に 着陸 する 
こと が で きた 。 報告 に よる と 、 日 本 の 対空 砲火 に よっ て 爆撃 機 の 爆弾 
ラッ ク が 損傷 され た 際 、 爆弾 が 誤っ て 租界 に 落下 し た と され て いる 。 
公式 な 報告 は 中 国 の パイ ロッ ト た ち を 無罪 と する 傾向 が 見 受け られ 
る が 、 藩 介 石 将軍 は 徹底 的 な 調査 を 命じ 、 も し 租界 へ の 爆撃 が 不 注意 
な 射撃 に よる も の で あっ た 場合 、 関 与 し た パイ ロッ ト た ち に 対し て 
懲罰 を 科す こと と な る だ ろ 2。) 図 13 参照 。 
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2. また 、The North-China Herald は 1937 年 8 月 25 日 号 0 294 頁 目 
に ロイ ター の 下記 ニュ ー ス を 転載 し た 。 

「Madame Chiang Kai-shek has replied to the telegram of Mrs. Theodore 
Roosevelt Jr., in which the daughter-in-law of the former President of the United 
States beseeched peace for the foreign concessions, as follows: 

"No one deplores more than we do the terrible and tragic accldental dropping 
of bombs from two damaged aero-planes. 

"The Generalissimo was shocked and grieved at the news and ordered an 
Investigation, since he had specifically ordered that no bombs be dropped south 
of Soochow Creek."」( 閉 介 石 夫 人 は 、 セ オド ア ・ ル ー ズ ベル ト ・ ジ ュ 
ニア 夫人 まき が 外国 租界 の た め に 平和 を 強く 求め た 電報 に 対 し て 、 次 
の よう に 返答 し た 。「 こ の た び 、2 機 の 飛行 機 に よる 爆弾 投下 と いう 
悲劇 的 な 事故 を 、 我 々 ほど 嘆き 悲し ゃ も の は いな い 。 この 知ら せ に シ 
ョ ッ ク を 受け た 委員 長 は 、 か つて 散 州 河 の 南側 に は 爆弾 を 投下 し な 
いよ 2 特別 に 命令 し て いた の で 、 調査 する よう 命じ た 。」 図 14 参照 。 
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藩 介 石 夫 人 宋 美 齢 の 返 電 の 内 容 か ら 分 か る よう に 、「8・14 爆撃 
張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 の 空軍 で ある こ Ce 
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考察 八 『 中 国 全面 抗 戦 大 事 記 』 の 記述 

華美 出版 公司 編 『 中 国 全面 抗戦 大 事 記 』 第 一 皿 (華美 出版 公司 、1938 
年 7 月 15 日 発行 ) の 21 頁 目 に 次 の 記述 が 見 られ る 。「(1937 年 ) 8 月 
Id 全 yo 中 国 飛行 機 の 爆撃 が 租界 を 巻き 込ん だ 。 午後 3 時 過ぎ 、 
爆弾 が 南京 路 外 灘 に 落下 し 、 キ ャ セイ 及び パレ ス 両 ホテ ル の 一 部 分 
が 爆破 され 、 中 国人 市 民 と 外国 人 が 100 余人 死傷 し た 。 外 国人 の 死 
者 は 殆ど この 両 ホ テル の 宿泊 客 で ある 。 4 時 過ぎ 、 一 機 の 中 国 の 飛行 
機 が 日 本 の 高射 畑 の 砲弾 に より 軽い 損傷 を 受け 、 上 海 か ら 離 れる 際 、 
制御 不能 に な り 、 爆弾 が 大 世界 附近 に 落下 爆発 し た た め 、 多 く の 死 傷 
者 を 出 し た 。 現場 の 惨状 は 見 る に 堪え な い 。 合計 800 余人 が 爆死 し 、 
600 余人 が 負傷 し た 。」 図 15 参照 。 
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。 : 区 地 积 批 近 界 谈 | 死 | 四 | 潍 致 > 
出 を 帯 界 戦 之 信 話 | 傷 | 時 | ・ 强 市 
園 礎 > 後 車 戦 攻 ・| 枕 | 誕 || 華 片 民 
篇 史 並 称 前 对 机 夭 | 有 | 妈 有 起 
自 > 称 : 原 ・ | 蘭 ， | 一 | 及 游人 外 
衛 宣 已 ー 進 軍 惨 | 华 || 降 於 潍 
及 各 向 政 犯 之 不 | 机 | 中 和 及 
稚 : 中 府 ， 恨 私 | 因 | 南 界 各 
持 | 日 旧 业 但 据 観 | 受 | 飯 者 大 
條 ,本 南 已 均 地 > 日 | 店 c 度 
約 破 國 訓 被 計 | 两 | 一 上 大 
之 境 政 分 | 華 正 炸 | 射 | 部 旧 項 
生性 府 駐 軍 式 死 | 補 | 倫 畿 钢 
级 | 国 浊 [ 量 - 向 入 | 缠 | 和 被 停战 
而 領 提 | 周明 各 百 | 微 | 毁 於 者 
戦 土 出 大 。 周 修 | 傷 |> 分 ， 
， 让 人 駐 人 人 | ・| 死 共 颇 
末 机 涉 和 与 | 郷 | 泥 > | 飛 | 傷 租 篇 
= 調 之 > 各 有 領 伤 | 跟 | 中 界 数 
: 完 请 地 和 鹤 和 袖 者 | 上 | 外 外 烈 
对 整 其 飲 | 華 領 六 | 海 | 市 灘 楽 
中 > 勿 事 軍 事 折 | 时 | 民 ， 多 
网 这 使 > 收 提 條 | | 百 | 粒 。 
有 反 司書 肖 出 人 | 因 | 多 | 機 
同 图 海 共 説 搞 。 | 不 | 入 | 末 
情 際 方 堅 ・ 議 能 | ，| 炸 
之 联 面 圭 ° 控 | 而 ， 
区 15 


また 、 こ の 本 の 26 頁 目 に 次 の 記述 が 見 られ る 。「(1937 年 ) 8 月 15 
日 :…… 南京 の 軍事 当局 は 声明 を 発表 し 、 中 国 の 飛行 機 が 制御 不能 な 
状況 下 で 誤っ て 租界 区 域内 に 落と し た 爆弾 及び 発生 し た 損害 に つい 
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て 、 非 常に 遺 葉 で ある と 表明 し 、 当時 中 国 の 飛行 機 が 日 本 の 高射 砲 に 
撃た れ て 損傷 を 受け 、 爆弾 理 は 不幸 に も 損傷 を 受け た た め 、 爆弾 が 外 
れ て 制御 不能 に 陥っ た と 説明 し た 。」 16 参照 。 


定 
一 
乒 至 


酒 言 兴 这 
Wd bd Fr < 隶 刚 寺 族 。 冰 开 二 让 以 上 监 六 污 汉 


3 
。 凌 六 


广 斗 语 油 带 如 污 些 ， 
上 线 桨 测 泄 雹 当当 吉 束 。 赃 沿革 和 姑 >> 半 站 由 乒 满 - 乒 台 小 潮 隐 
到 


壊 据 っ 
| み o 長 oo 肥 の oO 祭 暑 吕 
致 1 Im 
炸 の 上 中 在 上 并 合 括 計 
弹 京 业 伦 索 程 诲 北 八 』 ぁ 県 幸二 申 
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涛 丹羽 斗 烙 六 许 。 喧 习 高 汪 到 计 芽 对 蒸 汶 加 了 启 系 时 漠 站 ~ 潮 深 注 旦 寺 - 高 兹 六 十 六 淋 、 左 第 六 这 守 
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3 0 上 2 | 
从 。 全 商 財 管 敵 前 球 | 
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区 施 她 芒 次 党 区 
域 行 上 日 仁丹 
内 戒 下 に 導 - ま ・ 
之 歳 以 与 座 实 
炸 » 和 正 素行 
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9 十 筐 市 * 土 
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共 后 员 中 胞 证 
所 至 根 晋 救 ， 
多 16 


「 中 国 全 面 抗戦 大 事 記 』 は 、「8・14 爆撃 」 の 経緯 だ け で な く 、 南 
京 の 軍事 当局 が 「8・14 爆撃 」 に 対し て 「 非 常に 遺 憎 で ある 」 と いう 
声明 を 出し た こと に つい て も 言及 し て いる 。 南京 の 軍事 当局 の この 
声明 は 「8・14 爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 空軍 で ある 
と いう 動か ぬ 証 拠 と な っ て いる 。 


考 祭 「 上海 时 代 ( 下 )』 の 記述 

当時 日 本 同盟 通信 社 上 海 支局 長 の 松本 重治 が 『 上 海 時 代 ( 下 )』 (中 
央 公論 社 、2015 年 6 月 25 日 改版 発行 、ISBN 978-4-12-206133-0) の 
321 页 目 上 322 真 目 に 「8・14 爆撃 」 の 様子 を 次 の よう に 生々 し く 書 
き 記 し て いる 。「 十 四 日 午後 四 時 少し 過ぎ 、 私 が 「 同 盟 」 支 社 に いる 
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と 、 中 国 空軍 の 編隊 が 上 手 か ら 黄 浦 江上 空 に 進ん で 来 て 、 旗 艦 「 出 雲 」 
の 高射 砲 や 機関 銃 が 反撃 し て いる よう だ と 、 記 者 の 一 人 が 急い で 央 
け よ っ て 、 知ら せ て くれ た 。 すぐ 窓側 に 行き 、 黄浦 江 の 上 空 を 眺め る 
と 、 マ ルチン 爆撃 機 の 五 機 編隊 で 、「 出 雲 」 めがけ て 進ん で いる で は 
な いか 。 私 の 肉眼 で は 、 編隊 の 高度 は だ いた い 七 、 八 百 メ ー ト ル と み 
た 。 「 出 雲 」 その 他 の 高射 砲 が 、 パー ン 、 パパ ー ン と 鳴り 響い て いる 。 
ふと 見 る と 、 五 機 の うち 一 機 の 急所 に 高射 砲 の 弾 が 命中 し た らし い 。 
9 する と 、 編 隊 は 「 出 雲 」 の 方 向 か ら や や 左旋 回 し 始め た と 思う と 、 
ー つ 、 二 つ 、 三 つ と 大 型 の 爆弾 を 落と し つつ 、 租界 上 空 を 通っ て 飛び 
去っ た 。 爆弾 が 落ち て いく の が 手 に と る よう に 判っ た が 、 爆弾 が 、 愉 
性 の た めか 、 飛 行 機 の 進む 方 向 に 、 一 つ は 愛 多 亜 路 の 上 空 に 達し 、「 同 
盟 」 支社 の ある ビル の 頭 を か すめ て 、 約 三 百 メー トル ほど 先 の 愛 多 亜 
路 の 十字 街 の 舗装 道路 上 で 省 裂 し た 。 その 十字 街 の 一 角 に は 、 大 衆 歓 
楽 セ ンタ ー で ある 「 大 世界 」 と いう 四 、 五 階 の ビル が あり 、 十字 街 上 
と 「 大 世界 」 内 に いた 千 人 余り が 、 爆風 と 破片 と で 死亡 し た 。 あ と で 
聞く と 、 爆 弾 は 二 百 五 十 キ ロ の も の で あっ た 。 第 二 弾 は 南京 路 の カセ 
イ ・ ホ テル の 玄関 先 で 燈 像 し 、 数 百 枚 の 窓 ガ ラス が 破壊 され た 。 その 
た め 、 通行 中 の 中 国人 約 二 百 名 、 外人 八 名 が 死ん だ 。 …… 第 三 弾 は 南 
京 路 を 隔て て カセ イ ・ ホ テル の 向い 側 の パレ ス ・ ホ テル の 屋根 を 貫い 
て 地階 に 達し 、 数 十 人 の 死者 を 出し た 。」 

松本 重治 『 上 海 時 代 ( 下 )』 の 記述 内 容 か ら 分 か る よう に 、「8・14 
爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 空軍 で ある こと が 明らか で 
ある 。 


考 祭 IMY TWENTY-FIVE YEARS IN CHINA』 の 記述 

当時 上 海 の 英 字 新聞 The China Weekly Review (漢字 表記 「 密 勤 氏 評 
論 報 」) の 主筆 兼 発行 者 の ジョ ン ・B・ パ ウェ エル (John B.Powell) の 回 
想 録 IMY TWENTY-FIVE YEARS INCHINA』 (The Macmillan Company、 
1945) の 302 真 目 に 次 の 記述 が 見 られ る 。 

「The other tragic happening of Black Saturday occurred within a few 
minutes of the first bombing. These bombs, five in number, were also almed by 
Chinese aviators, flying Northrop bombers, at the Japanese battleship Idzumo in 
the harbor, but missed thelr mark by about five hundred yards and crashed into 
the busiest block of Nanking Road, Shanshar's main street, and directly in front 
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of the city's two leading hotels, the Palace and the Cathay.」 図 17 参照 。( 暗 
黒 の 土曜 日 の も う ひ と つの 悲劇 的 出来 事 は 、 最初 の 爆撃 か ら 二 、 三 分 
も 経た な いう ち に 起こ っ た 。 これ ら の 爆弾 も 、 数 に する と 五 発 だ が 、 
シナ 人 の 飛行 士 が ノー スロ ッ プ 爆撃 機 を 操縦 し て 、 浴 に 停泊 中 の 日 
本 の 戦艦 「 出 雲 」 を 狙っ た も の だ っ た 。 し か し 、 四 大 〇 メー トル ほど 
的 を は ず し 、 南 京 路 の 一 番 賑やか な ブロ ッ ク に 激しい 音 を 立て て 着 
弾 し た 。 南京 路 は 上 海 の メ イン スト リー ト で あり 、 上海 で 二 本 の 指 に 
入る ホテ ル 、 パレ ス ・ ホ テル と キャ セイ ・ ホ テル の 前 を 通っ て いた 。 
和訳 の 引用 元 : [在 支 二 十 五 年 (下 ) 」 128 頁 目 、 中 山 理 訳 、 祥伝社 、 
2008 年 4 月 1 日 、ISBN 978-4-396-65042-1) 


302 MY TWENTY-FIVE YEARS IN CHINA 


sitting and which had thus escaped incineration, established his 
identity as a well known American businessman in Shanghai. 
The other figures in the car were his wife and the Chinese 
chauffeur. 

After the police and Red Cross workers had finally removed 
the last truckload of bodies from the scene, they sent back 
another truck which they loaded with legs and feet which the 
explosion had severed from the bodies of the victims and scat- 
tered over the plaza in grotesque array. Among those killed at 
this street intersection were ninety Chinese printers out of a sta 任 
of one hundred employed by the Seventh Day Adventist mission 
in the production of their church magazine. The office of the 
magazine had previously been located in Chinese territory, but 
it had been moved into the Settlement for safety on the day 
preceding the bombing. 


The other tragic happening of Black Saturday occurred 
within a few minutes of the first bombing. These bombs five in 
number, were also aimed by Chinese aviators, flying Northrop 
bombers, at the Japanese battleship 7Zzzzz2 in the harbor but 
missed their mark by about five hundre s and crashed jnto 
the busiest block of Nanking Road, Shanghai's main street, and 

y In front of the clty s two leading hotels. the Palace and 
the Cathay. This street was also crowded with Chinese refugees, 
Several hundred being killed and wounded. Several foreigners 
were killed and others wounded at this point. 


区 | 17 


ジョ ン ・B・ パ ウェ エル 『MY TWENTY-FIVE YEARS IN CHINAJ の 記 
述 内 容 か ら 分 か る よう に 、「8・14 爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 
国民 党 空 軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考 宗 十 一 『 抗 戦 半月 刊 』 の 記述 
抗戦 出版 社 編 『 抗 戦 半月 刊 』 第 一 、 二 号 合 们 号 〈 北 新 书局 、1937 年 
10 月 16 日 発行 ) の 93 页 目 志 【 漆 泥 抗战 一 月 记 」 ( 浴 泥 抗戦 一 ヶ月 
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記 ) が あり 、 次 の 記述 が 見 られ る 。「(8 月 14 日 )、…… 午後 4 時 45 
分 、 我 が 飛行 機 2 機 は 機体 尾部 が 撃た れ て 損傷 し 、 爆 弾 ラ テッ ク が 損 
傷 し た た め 、2 発 の 爆弾 が 誤っ て 大 世界 の 前 に 落下 し 、400 余人 が 死 
傷 し た 。」 図 18 参照 。 
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烈 售 被 我 駐 向 被 场 。 稻 地 宁 | 有 浦 收 知 妨 和 暫 下 還元 浜 

宗谷 。 挤 会 泡 租 我 屋 つ 和 三 I 丙 谋 起 租 攻 ， 颖 ;午时 时 杠 


加 
ェ ー 
CO 


「 抗 戦 半 月 刊 』 の 付録 「 汐 漏 抗戦 一 月 記 」( 油 濯 抗戦 一 月 記 ) は 
キャ セイ ホテ ル へ の 誤爆 に つい て 言及 し て いな いも の の 、「 爆 弾 ラ ッ 
ク が 損傷 し た 」 と いう 表現 か ら 、 その 言っ て いる こと は 『 西 京 日 報 』 
(考察 十 二 ) 、『 上 海 抗戦 全 史 』 (考察 十 三 ) の 記述 し て いる 事件 と 全 
< 同じ 事件 で ある た め 、「8・14 爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 
国民 堂 の 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考察 十 二 『 西 京 日 報 』 の 報 導 

1937 年 8 月 15 日 、 国民 党 中 央 宣伝 部 発行 の 『 西 京 日 報 』 が 第 2 面 
に 記事 を 掲載 し 、「 フ ラン ス 租 界 に 我 が 飛行 機 が 爆弾 を 数 発 落と し た 」 
と 報じ 、 更 に 中 央 社 の ニュ ー ス を 引用 し 、「14 日 、 上 海 の フ ラン ス 租 
界 に 我々 の 2 機 の 飛行 機 が 落と し た 爆弾 に より 多数 の 無 幸 の 市 民 が 
死傷 し た こと に 関し て 、 軍事 当局 の スポ ー ク スマ ン は 、 こ れ は 非常 に 
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不幸 な 出来 事 で あり 、 中 国 当局 と 外国 人 居住 者 は 非常 に 心配 し て お 
り 、 残念 に 思っ て いる 。 調査 結果 に よる と 、 上記 2 機 の 飛行 機 は 日 本 
の 軍艦 や その 他 の 軍事 目標 に 向け て 行動 し て いた 際 、 日 本 の 高射 砲 
に 撃た れ 、 操縦 士 が 負傷 し 、 爆弾 ラッ ク が 損傷 し た た め 、 攻撃 対象 で 
は な い 場 所 に 誤っ て 爆弾 が 落下 し た 」、 と 述べ て いる 。 図 19 参照 


事 牺 搜 作 素 外 且 、] 征 軍 面 言 落 广东 界 大 有人 因 温 泉 | 
地 戦 食 帆 時 引 人 放 際 Ao 减 迅 日 意 、 一 上 事 积 日 礼 镶 ~ | 

全 部 中 外 架 自 全 全 ヽ 勢 以 仁和 信者 負 切 ヽ 極 軍 領 軍 上 | 

ヽ 本 介 損 的 人 之 仿 已 教 切 日 制 利 、 员 法 凶 抗 昨 事 事 海 日 | 
司 壊 物 代 雌 枚 十 陣 演 軍 向 上 結 軍 止 用 即 天 倫 重 環 日 根 十 © | 
jE \ 動 に 1 亦 に 四 [ii 7 軍 


-此 上 補導 
大 发 、 认 对 名 收 、 で 電動 、 二 入 地 が 
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「 西 京 日 報 』 の 報道 は 、 キ ャ セイ ホテ ル へ の 誤爆 に 触れ て いな いも 
の の 、「 爆 弾 ラ テッ ク 損 傷 」 と いう 表現 か ら 、 報 道 の 事件 は 『 抗 戦 半月 
刊 』 (考察 十 一 ) 、『 上 海 抗戦 全 史 』( 考 祭 十 三 ) の 言っ て いる 事件 と 全 
< 同じ 事件 で ある こと が 分 か る 。 こ の た め 、「8・14 爆撃 」 の 張本人 
は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 の 空軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考察 十 三 『 上 海 抗戦 全 史 』 の 記述 

展 應 『 上 海 抗戦 全 史 』 第 一 編 (宇宙 風 社 、 1937 年 10 月 ) 45 頁 目 に 

[ 良 落 炸弹 | (爆弾 が 誤っ て 落下 し た ) の 項目 が あり 、 次 の 記述 が 見 
られ る 。「 本 日 (1937 年 8 月 14 日 。 注 記 筆 者 ) 午後 4 時 45 分 、 空 戦 
が 一 番 激 しい 時 、 我 が 国 の 飛行 機 2 機 が 日 本 軍 の 高射 砲 に 撃た れ て 、 
操縦 士 が 負傷 し 、 爆弾 ラッ ク が 破損 し た た め 、 2 発 の 爆弾 が 自動 的 に 
大 世界 前 の 広場 に 落下 し 、 通 行人 400 余人 が 死傷 し た 。 誠 に 遺 層 で 
の の 。 や また 、 南京 路 の パレ ス ホ テ ル に も 1 発 の 爆弾 が 落ち 、 中 国 
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人 や 外国 人 観光 客 及 び 通 行人 200 余人 が 死傷 し た 。」 更 に 、「 我 が 軍 
事 当 局 の 談話 」 の 項目 が あり 、 次 の 記述 が 見 られ る 。「 南 京 電 : 我 が 
国 の 飛行 機 二 機 が 14 日 、 上 海 の 公共 租 界 と フラ ンス 租界 に 数 発 の 爆 
弾 を 落と し 、 多 数 の 無 幸 の 市 民 が 死傷 し た こと に 関し て 、 軍事 当 局 の 
スポ ー ク スマ ン は 、 これ は 非常 に 不幸 な 出来 事 で あり 、 中 国 当局 と 外 
国人 居住 者 は 非常 に 心配 し て お り 、 残 念 に 思っ て いる 。 調査 結果 に よ 
る と 、 上 記 2 機 の 飛行 機 は 日 本 の 軍艦 及び その 他 の 軍事 目標 に 向け 
て 行動 し て いた 際 、 日 本 の 高射 砲 に 撃た れ 、 操縦 士 が 負傷 し 、 爆弾 ラ 
ッ ク が 損傷 し た た め 、 攻 撃 対象 で は な い 場 所 に 誤っ て 爆弾 が 落下 し 
た 、 と の 談話 を 発表 し た 。」 図 20 参照 。 
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『 上 海 抗戦 全 史 』 の 上 記 二 つの 記述 か ら 分 か る よう に 、 国民 党 の 軍 
事 営 局 が 「8・14 爆撃 」 の 張本人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 空軍 で あ 
る こと を は っ きり 認め た の で ある 。 
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考察 十 四 ”『 茶 元 培 日 记 ( 下 )』 の 記述 

当時 中 華 民 国 国立 中 央 研究 院 院長 の 祭 元 培 が 1937 年 8 月 15 日 の 
日 記 の 中 で 次 の よう に 書い て いる 。「 昨 日 午後 4 時 35 分 、 愛 多重 路 
大 世界 門前 に 、100 ボンド を 超え る 巨 型 爆弾 二 発 が 飛行 機 か ら 落 下 し 、 


弾 を 落と し 、 多 数 の 市 民 が 死傷 し た 件 に つい て 、 軍 事 当 局 ス ポー クス 
マン が 、 調 査 の 結果 、 上 記 二 機 の 飛行 機 が 日 本 の 軍艦 及び その 他 軍 事 
目標 に 向け て 行動 し て いた 際 、 日 本 の 高射 砲 に 撃た れ 、 操 縦 士 が 負傷 
し 、 省 弾 ラ ッ ク が 損傷 し た た め 、 攻撃 対象 で は な い 場 所 に 誤っ て 爆弾 


京 大 油 出 版 社 、2010 年 9 月 、ISBN 978-7-301-15840-1、498 頁 目 )。 
21 参照 。 


昨 下 午 四 时 三 十 五 分 , 爱 多 亚 路 大 世界 门 前 ,由 飞机 上 落下 一 百 余 磅 之 


人 
WY  @ る 


法 租界 遗 落 了 炸弹 数 枚 , 致 多 数 民众 死伤 一 节 , 据 军事 当局 之 发 言 人 谈 : 据 
调查 结果 ,上 述 两 机 , 当 向 日 舰 及 其 他 军事 目的 物 动 作 时 ,被 日 方 高 射 炮 身 
中 ; 致 驾驶 员 受 伤 , 炸 弹 架 损坏 , 因 之 炸弹 自动 遗 落 于 并 非 为 攻击 目标 之 地 


氮 云 云 。 
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蔡元培 1937 年 8 月 15 日 日 記 の 内 容 は 『 上 海 抗戦 全 史 』( 考 察 十 三 ) 
の 記述 内 容 と 完全 に 一 致し て いる た め 、「8・14 杜 炸 | 外线 本 人 注 日 
本 軍 で は な く 、 国 民 党 空 軍 で ある こと が 明らか で ある 。 


考 祭 十 五 「『 中 日 空軍 血 戦 記 』 の 記述 

中 国 出版 公司 編 『 中 日 空軍 血 戦記 』 (中 国 出版 公司 、 1937 年 11 月 ) 
17 真 目 に 次 の 記述 が 見 られ る 。「 本 日 (1937 年 8 月 14 日 。 注記 筆者 
の 空戦 の 結果 、 各 大 通り で 多く の 人 々 が 流れ 弾 に 巻き 込ま れ て 死傷 
し た 。 最 も 不幸 な こと に 、 大 世界 の 繁華 街 で 200 ポン ド の 爆弾 が 落 
ち 、1000 余人 が 死傷 し た 。 後 に 調査 し た と ころ 、 我 が 飛行 機 が 引き 
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返し て いた 際 、 敵艦 の 高射 砲 に 撃た れ 、 爆弾 扉 が 損傷 し た た め 、 爆弾 


が 落下 し て 、 この 悲劇 が 引き 起こ され た 、 と の こと で ある 。」 図 22 参 
照 


NANO 
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『 中 日 空軍 血 戦記 】 は キャ セイ ホテ ル の 誤爆 に 言及 し て いな いも 
の の 、 大 世界 繁華 街 の 誤爆 に 触れ て いる 。 これ は North-China Daily 
News の 報道 ( 考 侍 一 ) 、 台 湾 国 史 館 公文 書 に 見 られ る 張 治 中 の 電報 
(考察 三 ) 、『 上 海 時 代 (下 )」 (考察 九 ) 、『 抗 戦 半月 刊 』( 考 奉 十 一 ) 、 
『 上 海 抗 戦 全 史 』( 考 祭 十 三 ) 、『 侍 元 培 日 NN 0 
述 さ れ て いる 事件 と 全く 同じ 事件 で ある 。 政 に ・14 爆撃 」 の 張 
本 人 は 日 本 軍 で は な く 、 国 民 党 の 空軍 で ある こ 0 
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士 兰 人 
結論 : 


上 記 考 察 の 通り 、 図 1「 南 京 路 外 灘 の 惨状 」 の 写真 は 、 上 
海 の 南京 路 外 灘 に 位 斬 する キャ セイ ホテ ル が 1937 年 8 月 14 
日 、 国 民 党 空軍 に より 爆撃 され た 惨状 を 表し て いる 写真 で あ 
る 。 し か し 、「 中国 抗 日 戦争 図 誌 (中 巻 )] や 「 旧 中 国 大 博覧 

( 下 ) 」 な ど は 、 真 実 を 歪曲 し 、 そ れ を 日 本 軍 の 暴行 と で っ 
ち 上 げ 、 責任 を 日 本 軍 に 転嫁 し 、 日 本 軍 に 濡れ 衣 を 着せ よう 
と し て いる 。 日 本 を 販 め る た め に 使用 され る その 種 の 手法 は 、 
史実 の 歪曲 や 提 造 、 虚偽 の 妄 吉 と いっ た 、 あ ら ゆ る 手段 を 駆 
使 し て いる 。 こ うし た 反日 プロ パガン ダ は 、 真 実 を 無視 し 、 
反日 感情 を 煽り 立て 、 歴史 を 曲解 する こと で 、 日 本 へ の 不当 
な 偏見 を 広め ゆ よ うと する 策略 に 過ぎ な い 。 
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附 記 図 4 の 写真 に 関す る 説明 

中 国 中 央 政府 の 重要 な ニュ ー ス メデ ィ ア の 1 つ で ある 日 本 語 版 「 中 
国 網 」 サ イト は 2014 年 9 月 23 日 、「 中 国 侵略 日 本 軍 が 封印 し た 写真 
が 公開 」 と 題する 記事 を 発表 し 、12 枚 の 写真 を 紹介 し た 。 そ の 1 枚 
目 の 写 真 は 図 4 の 写真 と 全く 同じ も の で ある 。 図 A 参照 (http://japanese. 
china.ore.cm/jp/txV2014-09/23/content 33588324.htm) 。 
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中 国 侵 略 日 本 軍 が 封印 し た 写真 が 公開 


タグ - 日 宇 中 国 侵 申 日 本 二 不 许可 


1937 年 か ら 1945 年 に か け て 、 日 本 の 毎日 新聞 の 従 重 記者 は 大 量 の 日 本 重 に よる 中 国 侵 申 の 写真 を 撮っ た 。 世 論 を 抑え る た 
め 、 日 本 宣 は 報道 番 査 制度 を 強化 し 、 陸 宣 省 、 海 重 省 、 情 報 局 は 極め て 厳し い 基 準 で 報道 写真 を 秦 査 し た 。 重 事情 報 な どの 
機密 情報 に 関わ る も の だ け で な く 、 日 本 重 に よる 中 国 侵略 や 家 を 焼き 人 を 殺し 財産 の 略 奏 が わか る も の 、 日 本 重 の イメ ー ジ 
を 傷つけ る と 思わ れる も の 、 兵 士 の 版 戦 気 分 を 揺 き 立 て る 写真 に は すべ て 「 不 許可 」 の 印 が 押さ れ 、 厳 し く 公表 が 禁じ られ 


た 


Ice 


日 本 重 の 履 戦 後 、 重 は 戦場 で 撮影 し た 写真 を 全て 焼き 払う こと を 命じ た 。 し か し 、 大 阪 に 本 社 を 置く 毎日 新聞 は 重 の 責 し 
に 尾 せ ず 、 写 真 と フィ ルム を こっ そり 地下 琶 に 移し た 。 そ の 後 の 台 風 で 一 部 の 資料 は 水没 し た が 、 残 っ て いる も の も ある 。 
日 新聞 は 1977 年 と 1998 年 に これ ら を まとめ た 写真 集 を 出版 し 、 苦 難 を 乗り 越え た これ ら の 邊 重 な 史料 が 再び 公 に な っ た 。 
これ ら は 歴史 が 残し た 日 本 宣 に よる 暴行 の 動か ぬ 証 拠 で も ある 。 


図 A 


时 


「 中 国 侵 略 日 本 軍 が 封印 し た 写真 が 公開 」 の 記事 は 次 の 通り で あ 
る 。「1937 年 か ら 1945 年 に か け て 、 日 本 の 毎日 新聞 の 従軍 記者 は 大 
量 の 日 本 軍 に よる 中 国 侵略 の 写真 を 撮っ た 。 世論 を 抑え る た め 、 日 本 
軍 は 報道 審査 制度 を 強化 し 、 陸軍 省 、 海軍 省 、 情報 局 は 極め て 厳し い 
基準 で 報道 写真 を 審査 し た 。 軍事 情報 な どの 機密 情報 に 関わ る も の 
だ け で な く 、 日 本 軍 に よる 中 国 侵略 や 家 を 焼き 人 を 殺し 財産 の 略奪 
が わか る も の 、 日 本 軍 の イメ ー ジ を 傷つけ る と 思わ れる も の 、 兵 士 の 
三 戦 気分 を 卑 き 立て る 写真 に は すべ て 「 不 許可 」 の 印 が 押さ れ 、 厳し 
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く 公 表 が 禁じ られ た 。 

日 本 軍 の 敗戦 後 、 軍 は 戦場 で 撮影 し た 写真 を 全て 焼き 払う こと を 
命じ た 。 し か し 、 大 阪 に 本 社 を 置く 毎日 新聞 は 軍 の 田 し に 届 せ ず 、 写 
真 と フィ ルム を こっ そり 地下 室 に 移し た 。 その後 の 台風 で 一 部 の 資 
料 は 水没 し た が 、 残っ て いる も の も ある 。 毎日 新聞 は 1977 年 と 1998 
年 に これ ら を まとめ た 写真 集 を 出版 し 、 苦 難 を 乗り 越え を た これ ら の 
貴重 な 史料 が 再び 公 に な っ た 。 これら は 歴史 が 残し た 日 本 軍 に よる 
禁 行 の 動か ぬ 証 拠 で も ある 。」 


筆者 は 毎日 新聞 社 編 「 不 許可 写真 ()」( 毎 日 新聞 社 、 1998 年 12 月 
30 日 発行 、TSBN 4-620-79112-1) の 7 頁 目 に 図 A の 写真 を 見 つけ た 。 
区 B 赤 枠 の 写真 を 参照 の こと 。 


mm 


-TDP 


「 南 京 路 外灘 の 惨状 」 の 写真 に 関す る 考 祭 


B の 原 写真 の 左側 に カメ ラマ ン が 直筆 で 書い た 説明 文 「 南 京 路 
の 惨 情 」 が その まま 見 受け られ る 。 

「 不 許可 写真 (1) 」 の 213 頁 目 に 図 B の 写真 が 再び 登場 し 、 次 の 
よう に 解説 され て いる 。「 不 許可 と な っ た 南京 路 の 惨状 。 第 2 次 上 海 
事変 の 始ま っ た 翌日 の 8 月 14 日 、 中 国 空 軍 は 上 海 停泊 中 の 「 出 雲 」 
な ど を 爆撃 し た 。 フ ラン ス 租 界 ・ 南 京 路 キ ャ セイ ホテ ル 前 に 落ち 2000 
余人 の 死傷 者 を 出し た 。 日 本 人 新聞 記者 撮影 の 写真 は 発表 を 禁止 さ 
れ た 。 外国 人 記者 撮影 の も の は 世界 に 送ら れ た … 上 海 1937 年 」。 図 C 
参照 


和 人 全 、\O 


不 許可 と な っ た 南京 路 の 惨状 

第 2 次 上 海事 変 の 始ま っ た 翌日 の 8 月 14 日 、 

中 国 空軍 は 上 海 停泊 中 の 「 出 雲 」 な ど を 爆撃 し た 。 

フラ ンス 租界 ・ 南 京 路 キ ャ セイ ホテ ル 前 に 落ち 2000 余 人 の 死傷 者 を 出し た 。 
日 本 人 新聞 記者 撮影 の 写真 は 発表 を 禁止 され た 。 

外国 人 記者 撮影 の も の は 世界 に 送ら れ た … 上 海 1937 年 


区 C 


「 不 許可 写真 (1 」 の 上 記 解 説 か ら 、 二 つの 事実 が 分 か る 。 一 . 
4 の 写真 は 日 本 の 従軍 記者 が 撮影 し た も の で ある 。 二 、1937 年 8 月 
14 日 、 上 海南 京 路 キ ャ セイ ホテ ル 等 を 爆撃 し た の は 日 本 軍 で は な く 、 
国民 党 空軍 で ある 。 
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し か し な が ら 、! 侵 華 日 軍 南 京 大 層 殺 日 誌 」 は 、 歴 史 の 事実 を 改 ざ 
ん し 、 大 嘘 を で っ ち 上 げ 、 国民 党 空 軍 に よる キャ セイ ホテ ル へ の 爆撃 
を 故意 に 「 日 本 の 飛行 機 の 爆撃 」 と 巧妙 に すり 替え る な ど 、 世界 を 欺 
こう と する 明確 な 意図 が 妖 え る 。 これ は 、 中 国 の 反日 プロ パン ガン ダ 
と メデ ィ ア の 非常 に 悪質 か つ 卑 劣 な 常食 手段 で や る こと は 疑い な い 。 


注 1 

The China Weekly Review の 主筆 兼 発 行者 の ジョ ン ・B・ パ ワウ エル 
(John B. Powell) 著 [MY TWENTY-FIVE YEARS IN CHINA』 の 記述 に 
よる と 、 米 国 前 大 統領 セオ ドア ・ ル ー ズ ベル ト の 人 息子 の 妻 で ある セ 
オド ア ・ ル ー ズ ベル ト ・ ジ ュ ニ ア 夫 人 が 当時 、 上 海 訪問 中 。『MY 
TWBNTY-FIVE YEARS IN CHINA』 303 頁 目 を 参照 下さ い 。 ま た 、304 
頁 目 に 、 藩 介 石 夫 人 宋 美 齢 が セオ ドア ・ ル ー ズ ベル ト ・ ジ ュ ニ ア 夫 人 
電報 へ の 返 電 の 記述 も 見 られ る 。 

ウォ ルター・C・ ケ ント (WalterC.Kent) 著 「WINGS FOR CHINA 」 の 
記述 に よる と 、 米 国 前 大 統領 セオ ドア ・ ル ー ズ ベル ト の 息子 の 妻 で あ 
る セオ ドア ・ ル ー ズ ベル ト ・ ジ ュ ニ ア 夫 人 と 息子 が 当時 上 海 訪問 中 で 、 
キャ セイ ホテ ル に 泊まっ て いた 。 セオ ドア ・ ル ー ズ ベル ト ・ ジ ュ ニ ア 
夫人 は 、 キ ャ セイ ホテ ル が 爆撃 され る 五 分 前 に 、 奇跡 的 に ホテ ル を 出 
た 。1937 年 11 月 発行 の 「The Alantc Monthly」 第 160 容 第 5 号 644 页 
目 と 645 頁 目 を 参照 の こと 。 
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